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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年1月29日(2014.1.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式（Ｉ）：
【化１】

（式中のＡは－Ｘ１－または－Ｘ１－ＯＣ（Ｒ９）（Ｒ１０）－であり、
　Ｘ１は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｒ９およびＲ１０は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　ＹはＮ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、Ｎ（Ｒ１３）Ｏ（Ｒ１４）、Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１４）
（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－Ｎ（Ｒ１４）（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－ＣＯ
－Ｘ３であり、
　Ｒ１１は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基であるか、またはＲ１１はＲ１２と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１２は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基、アリール基、ヘテロアリール基、アルキルアリール基、アルキルヘテロアリール基
、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一
または異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であるか、またはＲ１２が
Ｒ１１と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１３およびＲ１５は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ１４は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、
アルキルアリール基、アルキルへテロアリール基、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’
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）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素および炭素原子１～
５を有するアルキル基であり、
　Ｘ２は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｘ３はＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＯＨまたはＮＨＮＨ２であり、
　Ｒ１およびＲ２は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル
基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ３、Ｒ４およびＲ８は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアル
キル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（
Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２ＮＲ’Ｒ”、－Ｓ
Ｏ２Ｒ’、ニトロおよびトリフルオロメチルであり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または
異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ５は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ
基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、ニトロおよ
びトリフルオロメチルであるか、またはＲ５がＲ６およびＲ７の一つと共に炭素原子５ま
たは６を有する環を形成し、ここでＲ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素およ
び炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ６およびＲ７は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル基
であるか、若しくは一緒にＣ＝Ｏ基を形成するか、またはＲ６およびＲ７の一つがＲ５と
共に炭素原子５または６を有する環を形成する）で表される化合物。
【請求項２】
　前記Ｘ１が炭素原子１～３を有するアルキル基であって、炭素原子１～３を有する一つ
以上のアルキル基、または炭素原子１または２を有する一つ以上のアルコキシ基で任意に
置換されることを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記Ｘ１がＣＨ２基、ＣＨ２ＣＨ２基、Ｃ（ＣＨ３）２基を含む群から選択され、Ｒ９

およびＲ１０は互いに同一または異なり、水素またはＣＨ３であることを特徴とする請求
項１に記載の化合物。
【請求項４】
　前記残基ＡがＣＨ２基、ＣＨ２ＣＨ２基、Ｃ（ＣＨ３）２基、ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２基
およびＣＨ２ＣＨ２ＯＣ（ＣＨ３）２基からなる群から選択されることを特徴とする請求
項１に記載の化合物。
【請求項５】
　前記Ｒ１１は、水素原子、炭素原子１～３を有するアルキル基、または炭素原子１また
は２を有する一つ以上のアルコキシ基であるか、またはＲ１１はＲ１２と一緒に５または
６員環のヘテロ環を形成することを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　前記Ｒ１２は、水素原子、炭素原子１～３を有するアルキル基、炭素原子１または２を
有するアルコキシ基、ヘテロアリール基、アルキルアリール基、アルキルへテロアリール
基、またはＣＯＮ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”が互いに同一または異なり、
水素原子、炭素原子１～３を有するアルキル基であるか、またはＲ１２はＲ１１と一緒に
５または６員環のヘテロ環を形成することを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　前記Ｒ１３およびＲ１５が互いに同一または異なり、水素原子、炭素原子１～３を有す
るアルキル基、炭素原子１または２を有するアルコキシ基であることを特徴とする請求項
１に記載の化合物。
【請求項８】
　前記Ｒ１４が水素原子、炭素原子１～３を有するアルキル基、アリール基、ヘテロアリ
ール基、アルキルアリール基、アルキルへテロアリール基、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯ
Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”が互いに同一または異なり、水素原子、炭素
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原子１～３を有するアルキル基であることを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　前記Ｘ２が炭素原子１～３を有するアルキル基であって、炭素原子１～３を有する一つ
以上のアルキル基、または炭素原子１または２を有する一つ以上のアルコキシ基で任意に
置換されることを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　前記Ｘ３がＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＯＨおよびＮＨＮＨ２からなる群から選択されることを
特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　前記Ｒ１およびＲ２が互いに同一または異なり、水素原子、炭素原子１～３を有するア
ルキル基、炭素原子１または２を有するアルコキシ基であることを特徴とする請求項１に
記載の化合物。
【請求項１２】
　前記Ｒ３、Ｒ４およびＲ８は互いに同一または異なり、水素原子、炭素原子１～３を有
するアルキル基、炭素原子１もしくは２を有するアルコキシ基、Ｂｒ、ＣｌもしくはＦ原
子、ＯＨ基、ニトロ基、トリフルオロメチル基、またはＮ（Ｒ’）（Ｒ”）基、－Ｎ（Ｒ
’）ＣＯＲ”、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２ＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２Ｒ’であり、
Ｒ’およびＲ”が互いに同一または異なり、水素原子および炭素原子１～３を有するアル
キル基であることを特徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項１３】
　前記Ｒ５は、水素原子、炭素原子１～３を有するアルキル基、炭素原子１または２を有
するアルコキシ基、ハロゲン原子、ＯＨ基からなる群から選択されるか、またはＲ５はＲ

６およびＲ７の一つと一緒に炭素原子５または６を有する環を形成することを特徴とする
請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　前記Ｒ６およびＲ７が互いに同一または異なり、ハロゲン原子、炭素原子１～３を有す
るアルキル基からなる群から選択されるか、若しくは一緒にＣ＝Ｏ基を形成するか、また
はＲ６およびＲ７の一つがＲ５と共に炭素原子５または６を有する環を形成することを特
徴とする請求項１に記載の化合物。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物もしくはその薬学的に許容可
能な塩と、少なくとも一つの薬学的に許容可能な賦形剤とを含む医薬品組成物。
【請求項１６】
　前記薬学的に許容可能な塩が、生理的に許容可能な有機もしくは無機酸または塩基との
付加塩であることを特徴とする請求項１５に記載の医薬品組成物。
【請求項１７】
　前記生理的に許容可能な酸が塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、硝酸、酢酸、アスコル
ビン酸、安息香酸、クエン酸、フマル酸、乳酸、マレイン酸、メタンスルホン酸、シュウ
酸、ｐ‐トルエンスルホン酸、ベンゼンスルホン酸、コハク酸、タンニン酸および酒石酸
からなる群から選択されることを特徴とする請求項１６に記載の医薬品組成物。
【請求項１８】
　前記生理的に許容可能な塩基が水酸化アンモニウム、水酸化カルシウム、炭酸マグネシ
ウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム、アルギニン、ベタイン、カフェイン、コ
リン、Ｎ，Ｎ－ジベンジルエチレンジアミン、ジエチルアミン、２－ジエチルアミノエタ
ノール、２‐ジメチルアミノエタノール、エタノールアミン、エチレンジアミン、Ｎ－エ
チルモルホリン、Ｎ－エチルピペリジン、Ｎ－メチルグルカミン、グルカミン、グルコサ
ミン、ヒスチジン、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ピペリジン、Ｎ－（２－ヒドロキシエ
チル）ピロリジン、イソプロピルアミン、リジン、メチルグルカミン、モルホリン、ピペ
ラジン、ピペリジン、テオブロミン、トリエチルアミン、トリメチルアミン、トリプロピ
ルアミンおよびトロメタミンからなる群から選択されることを特徴とする請求項１６に記



(5) JP 2011-513367 A5 2014.3.20

載の医薬品組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が式（Ｉ）の化合物またはその薬学的に許容可能な塩、またはその混合物の
立体異性体またはエナンチオマーを含むことを特徴とする請求項１５～１８のいずれかに
記載の医薬品組成物。
【請求項２０】
　前記薬学的に許容可能な賦形剤が流動促進剤、結合剤、崩壊剤、充填剤、希釈液、希釈
剤、着色剤、流動化剤、潤滑剤、保存剤、湿潤剤、吸収剤および甘味料からなる群から選
択されることを特徴とする請求項１５～１９のいずれかに記載の医薬品組成物。
【請求項２１】
　次式（Ｉ）：
【化２】

（式中のＡは－Ｘ１－または－Ｘ１－ＯＣ（Ｒ９）（Ｒ１０）－であり、
　Ｘ１は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｒ９およびＲ１０は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　ＹはＮ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、Ｎ（Ｒ１３）Ｏ（Ｒ１４）、Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１４）
（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－Ｎ（Ｒ１４）（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－ＣＯ
－Ｘ３であり、
　Ｒ１１は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基であるか、またはＲ１１はＲ１２と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１２は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基、アリール基、ヘテロアリール基、アルキルアリール基、アルキルヘテロアリール基
、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一
または異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であるか、またはＲ１２が
Ｒ１１と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１３およびＲ１５は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ１４は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、
アルキルアリール基、アルキルへテロアリール基、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’
）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素および炭素原子１～
５を有するアルキル基であり、
　Ｘ２は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｘ３はＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＯＨまたはＮＨＮＨ２であり、
　Ｒ１およびＲ２は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル
基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
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　Ｒ３、Ｒ４およびＲ８は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアル
キル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（
Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２ＮＲ’Ｒ”、－Ｓ
Ｏ２Ｒ’、ニトロおよびトリフルオロメチルであり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または
異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ５は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ
基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、ニトロおよ
びトリフルオロメチルであるか、またはＲ５がＲ６およびＲ７の一つと共に炭素原子５ま
たは６を有する環を形成し、ここでＲ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素およ
び炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ６およびＲ７は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル基
であるか、若しくは一緒にＣ＝Ｏ基を形成するか、またはＲ６およびＲ７の一つがＲ５と
共に炭素原子５または６を有する環を形成する）の化合物のＭＣＰ－１、ＣＸ３ＣＲ１お
よびｐ４０の発現に基づく疾患の治療用の医薬品組成物の製造への使用。
【請求項２２】
　前記ＭＣＰ－１およびＣＸ３ＣＲ１の発現に基づく疾患が関節疾患、腎臓病、心臓血管
疾患、代謝性症候群、肥満、糖尿病、インスリン耐性および癌からなる群から選択される
ことを特徴とする請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　前記ＭＣＰ－１の発現に基づく疾患が慢性関節リウマチ、ウイルス感染によって誘導さ
れる関節炎、乾癬性関節炎、関節症、ループス腎炎、糖尿病性腎障害、糸球体腎炎、多発
性嚢胞腎、間質性肺疾患、繊維症、多発性硬化症、アルツハイマー病、ＨＩＶ関連の認知
症、過敏性皮膚炎、乾癬、脈管炎、再狭窄、アテローム性動脈硬化、心筋梗塞、狭心症、
急性の冠状動脈疾患、アデノーマ、癌腫および転移によって、代謝病および外科的関与後
の合併症からなる群から選択されることを特徴とする請求項２２に記載の使用。
【請求項２４】
　前記ＣＸ３ＣＲ１の発現に基づく疾患が慢性関節リウマチ、ループス腎炎、糖尿病性腎
障害、クローン病、潰瘍性大腸炎、冠状動脈障害、再狭窄、アテローム性動脈硬化、心筋
梗塞、狭心症および外科的関与後の合併症からなる群から選択されることを特徴とする請
求項２２に記載の使用。
【請求項２５】
　前記ｐ４０の発現に基づく疾患が、自己免疫疾患、慢性的変性の炎症性疾患および癌か
らなる群から選択されることを特徴とする請求項２１に記載の使用。
【請求項２６】
　前記ｐ４０の発現に基づく疾患が、慢性関節リウマチ、乾癬、腎炎、糖尿病、狼瘡から
なる群から選択されることを特徴とする請求項２５に記載の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　したがって、第１の態様で、本発明は、次式（Ｉ）：
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【化１】

（式中のＡは－Ｘ１－または－Ｘ１－ＯＣ（Ｒ９）（Ｒ１０）－であり、
　Ｘ１は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｒ９およびＲ１０は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　ＹはＮ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、Ｎ（Ｒ１３）Ｏ（Ｒ１４）、Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１４）
（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－Ｎ（Ｒ１４）（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－ＣＯ
－Ｘ３であり、
　Ｒ１１は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基であるか、またはＲ１１はＲ１２と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１２は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基、アリール基、ヘテロアリール基、アルキルアリール基、アルキルヘテロアリール基
、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一
または異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であるか、またはＲ１２が
Ｒ１１と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１３およびＲ１５は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ１４は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、
アルキルアリール基、アルキルへテロアリール基、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’
）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素および炭素原子１～
５を有するアルキル基であり、
　Ｘ２は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｘ３はＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＯＨまたはＮＨＮＨ２であり、
　Ｒ１およびＲ２は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル
基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ３、Ｒ４およびＲ８は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアル
キル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（
Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２ＮＲ’Ｒ”、－Ｓ
Ｏ２Ｒ’、ニトロおよびトリフルオロメチルであり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または
異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ５は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ
基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、ニトロおよ
びトリフルオロメチルであるか、またはＲ５がＲ６およびＲ７の一つと共に炭素原子５ま
たは６を有する環を形成し、ここでＲ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素およ
び炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ６およびＲ７は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル基
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であるか、若しくは一緒にＣ＝Ｏ基を形成するか、またはＲ６およびＲ７の一つがＲ５と
共に炭素原子５または６を有する環を形成する）で表される化合物からなる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　したがって、他の態様において、本発明は、次式（Ｉ）：
【化２】

（式中のＡは－Ｘ１－または－Ｘ１－ＯＣ（Ｒ９）（Ｒ１０）－であり、
　Ｘ１は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｒ９およびＲ１０は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　ＹはＮ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、Ｎ（Ｒ１３）Ｏ（Ｒ１４）、Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１４）
（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－Ｎ（Ｒ１４）（Ｒ１５）、Ｎ（Ｒ１３）－Ｘ２－ＣＯ
－Ｘ３であり、
　Ｒ１１は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基であるか、またはＲ１１はＲ１２と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１２は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキ
シ基、アリール基、ヘテロアリール基、アルキルアリール基、アルキルヘテロアリール基
、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一
または異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であるか、またはＲ１２が
Ｒ１１と共に４～７員環のヘテロ環を形成し、
　Ｒ１３およびＲ１５は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキ
ル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ１４は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、
アルキルアリール基、アルキルへテロアリール基、ＣＯＲ’、ＣＯＯＲ’、ＣＯＮ（Ｒ’
）（Ｒ”）であり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素および炭素原子１～
５を有するアルキル基であり、
　Ｘ２は炭素原子１～５を有するアルキル基で、任意に炭素原子１～５を有する一つ以上
のアルキル基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基で置換され、
　Ｘ３はＯＨ、ＮＨ２、－ＮＨＯＨまたはＮＨＮＨ２であり、
　Ｒ１およびＲ２は、互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル
基、または炭素原子１～３を有する一つ以上のアルコキシ基であり、
　Ｒ３、Ｒ４およびＲ８は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアル
キル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（
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Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ’Ｒ”、－ＳＯ２ＮＲ’Ｒ”、－Ｓ
Ｏ２Ｒ’、ニトロおよびトリフルオロメチルであり、Ｒ’およびＲ”は互いに同一または
異なり、水素および炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ５は水素、炭素原子１～５を有するアルキル基、炭素原子１～３を有するアルコキシ
基、ハロゲン原子、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）、－Ｎ（Ｒ’）ＣＯＲ”、ニトロおよ
びトリフルオロメチルであるか、またはＲ５がＲ６およびＲ７の一つと共に炭素原子５ま
たは６を有する環を形成し、ここでＲ’およびＲ”は互いに同一または異なり、水素およ
び炭素原子１～５を有するアルキル基であり、
　Ｒ６およびＲ７は互いに同一または異なり、水素、炭素原子１～５を有するアルキル基
であるか、若しくは一緒にＣ＝Ｏ基を形成するか、またはＲ６およびＲ７の一つがＲ５と
共に炭素原子５または６を有する環を形成する）の化合物のＭＣＰ－１、ＣＸ３ＣＲ１お
よびｐ４０の発現に基づく疾患の治療用の医薬品組成物の製造への使用に関するものであ
る。
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